
【学校教育目標（子どもたちに付けたい力）】 心の力・学ぶ力・つながる力 

 

 

 

 

 

                           

               日本の学校給食は、明治 22 年に始まりました。しか 

し、戦争の影響等によって一旦中断されました。第 2次 

世界大戦後、給食の再開を求める

声が高まり、昭和 21 年 12 月 24 日に、東京都内の小学校で給

食用物資の贈呈式が行われ、その日を学校給食感謝の日と決め

ました。その日から、東京都、神奈川県、千葉県の 3都県にお

いて試験的に始まりました。昭和 25 年からは、冬休みにかか

らない 1 月 24 日から 1月 30 日までを「学校給食週間」とし、

1月 24 日を給食記念日としました。 

 本校では、今年度 1月 26 日から 1 月 29 日までを「給食

もりもり週間」として、食缶がからっぽになるように各ク

ラスで取り組みました。同時に衛生指導としてエプロンが

きっちり着ることができているかも重点的に見ました。ま

た、給食委員会が紙芝居の動画を作成し、1月 28 日に 1 年

生から 4 年生に披露しました。 
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看護師免許又は准看護師免許をお持ちの方に学校看護師の募集について 

（枚方市教育委員会より） 

枚方市では、すべての障害のある子どもの自立をめざし、「ともに学び、ともに

育つ」教育の充実を図るとともに、一人一人の教育的ニーズに応じた支援教育の

充実を図っています。子どもたちの中には、学校生活を過ごす中で、「痰の吸引」・

「経管栄養」・「導尿」等の「医療的ケア」が必要な子どももいます。このケアに

は、看護師免許（准看護師免許）を持つ看護師が必要となり 

ます。 

 もし、保護者の方やお知り合いの方で、看護師免許または 

准看護師免許をお持ちの方がおられましたら、ぜひご応募、 

ご紹介をお願いいたします。フルタイムでなくても結構です。 

 詳しくは、枚方市教育委員会児童生徒支援室（直通電話 

０５０－７１０５－８０４８）までお問合せください。 

また、「広報ひらかた」２月号にも詳細を掲載予定です。 
 

 

 

tel:050-7102-9164:070-2299-4235


 

 

 

 

 

１ 月 銀行振替①      読書週間 15 月  

２ 火  16 火 3・5 年生参観・懇談 

３ 水  17 水  

４ 木 心の教室 18 木 2・4 年生参観・懇談 

５ 金  19 金 1・6 年生参観・懇談 

６ 土 土曜授業（下記※参照） 20 土  

７ 日  21 日  

８ 月  22 月  

９ 火  23 火 天皇誕生日 

10 水 456 年生 6時間授業 24 水 456 年生 6時間授業 

11 木 建国記念の日 25 木  

12 金 銀行振替② 26 金  

13 土  27 土 いきいき広場 

14 日  28 日  

＜下校時間について＞                 

〇６日（土） 1 年生～5年生 11 時 30 分頃 

       6 年生 12 時頃（6年生はクラブ紹介の動画制作を行います） 

※1月 21 日にお配りしました「土曜授業のご案内」から１～５年生の下校時間を変更し

ました。ご注意ください 

２月 の 行 事 予 定 

 

 

【児童会目標】どんな時でも前を向いて、学校のみんなで協力し合う。 

                       全校児童にタブレット端末の配布を終え 

ました。どの子も嬉しそうに受け取ってい

ました。教室の子どもたちの様子を見ると、6年生はタブレットが日常になっています。

先生に言われる前から、自然と手に取り活用ができています。 

 タブレット端末が、有効な学習ツールになるように学校でも取り組みを進めますが、

ご家庭でもロイロノート（タブレット内の学習ノート）や classroom 

（連絡ツール）を見ていただいて、子どもたちの学習成果を確かめて 

いただくことで、子どもたちの学習意欲も高まると思います。 

また、持ち帰った時には、充電をよろしくお願いします。 

タブレットを全校児童に配布しました 

予定は、現時点での情報です。大阪府の緊急事態宣言の延長等により、予定が変更とな

る可能性があります（特に、参観・懇談やいきいき広場）。変更が直前になることもある

かもしれませんが、ご理解、ご協力を願います。 

 

 


